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「
昔
の
人
の
考
え
方
や
生

き
様
を
、
今
体
験
す
る
か
の

ご
と
く
言
葉
で
表
せ
る
の
が

講
談
。
古
代
ロ
ー
マ
で
の
蜂

起
を
指
揮
し
た
剣
闘
士
ス
パ

ル
タ
ク
ス
の
話
は
、
い
つ
か

講
談
に
と
温
め
て
い
ま
す
」

４
月
に
真
打
ち
に
昇
進
し

「
星
之
助
」
改
め
「
鶴
丸
」

と
な
っ
た
。
師
匠
は
田
辺
一

鶴
門
下
で
姉
弟
子
だ
っ
た
桃

川
鶴
女
。
「
丸
」
に
は
「
原

点
に
返
る
」
の
ほ
か
、
昔
か

ら
鏡
を
表
す
意
味
合
い
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
師
匠
の
「
澄

ん
だ
心
で
精
進
を
」
と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

転
機
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
解
説
員
だ
っ

た
２０
代
半
ば
。

星
座
に
ま
つ
わ

る
ギ
リ
シ
ア
神

話
を
面
白
く
紹

介
し
た
い
、
と

講
談
に
目
を
つ

け
た
。
高
座
に

通
う
う
ち
�
ヒ

ゲ
の
一
鶴
�
が

主
宰
す
る
一
般

向
け
講
談
教
室

の
記
事
を
見
つ

け
、
月
１
回
通

う
よ
う
に
。
芸

へ
の
情
熱
が
勝
り
１
９
９
７

年
８
月
に
入
門
し
た
。

２
０
０
０
年
１０
月
に
二
ツ

目
昇
進
。
一
鶴
師
匠
の
死
去

（
１０
年
）後
、鶴
女
門
下
へ
。

「
辞
め
た
い
と
思
う
度
、
鶴

女
師
匠
に
『
こ
れ
や
っ
て
み

な
』
と
ネ
タ
を
渡
さ
れ
る
ん

で
す
。
そ
れ
が
い
つ
も
自
分

の
悩
み
が
反
映
さ
れ
て
い

る
。
い
ざ
こ
ざ
で
カ
ッ
カ
し

て
い
る
と
『
青
の
洞
門
』
と

か
ね
」
。
菊
池
寛
『
恩
讐
の

彼
方
に
』
が
下
敷
き
の
「
洞

門
」
は
、
出
家
し
て
改
心
し

か
た
き

た
父
の
仇
の
善
行
に
ふ
れ
、

ふ
く
し
ゅ
う

復
讐
心
を
忘
れ
る
話
。
こ
の

道
を
歩
ん
で
こ
れ
た
の
は
現

師
匠
の
お
陰
と
言
う
。

忘
れ
ら
れ
な
い
恩
師
が
も

う
一
人
。
ゼ
ミ
の
担
当
教
員

だ
っ
た
故
土
井
正
興
教
授

（
西
洋
前
近
代
史
）か
ら
は
、

「
歴
史
の
神
髄
は
共
感
に
あ

る
」
と
教
わ
っ
た
。
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
に
関
心
を
深
め
る

と
、
日
本
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
協

会
に
橋
渡
し
し
て
く
れ
た
の

も
土
井
教
授
。
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民

話
や
英
雄
を
題
材
に
し
た
講

談
は
、
自
分
に
し
か
表
現
で

き
な
い
世
界
と
自
負
す
る
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
専
大
、

共
通
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
が

緑
。
緑
の
衣
装
で
高
座
に
上

が
る
こ
と
も
多
い
。
土
井
教

授
の
研
究
テ
ー
マ
「
古
代
ロ

ー
マ
の
剣
闘
士
奴
隷
」
を
講

談
に
仕
立
て
「
先
生
に
恩
返

し
し
た
い
」
と
心
に
誓
う
。

「
芸
人
に
は
、
こ
ん
な
生

き
方
も
あ
り
ま
す
と
世
に
問

い
、
伝
え
る
使
命
が
あ
る
と

思
う
。
ま
だ
ま
だ
仮
免
真
打

ち
で
す
が
、
人
間
の
信
念
や

品
格
を
語
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
」

卒
業
生
が
集
う
「
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
１
４
」

が
１１
月
１
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
約
３
５
０
人
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
た
。
鳳
祭
期

間
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
校
友
が
懐
か
し
の
母

校
を
訪
れ
た
。
９
号
館
ア
ト

リ
ウ
ム
で
は
、
本
学
の
過
去

・
現
在
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル

展
示
∥
写
真
∥
や
、
校
友
会

各
支
部
の
協
力
に
よ
る
物
産

展
な
ど
が
行
わ
れ
、
終
日
に

ぎ
わ
い
を
み
せ
た
。

同
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
で
開
か
れ

た
懇
親
会
に
は
日
髙
義
博
理

事
長
、
矢
野
建
一
学
長
ら
も

出
席
。
全
学
応
援
団
の
音
頭

で
校
歌
を
斉
唱
し
、
盛
会
の

う
ち
に
終
え
た
。

２３
回
緑
鳳
学
会

石
巻
専
大
で

専
修
大
学
緑
鳳
学
会
（
小

杉
伸
次
会
長
）
の
第
２３
回
大

会
が
１０
月
２５
・
２６

の
両
日
、
石
巻
専

修
大
学
で
開
催
さ

れ
、
約
７０
人
が
参

加
し
た
。

２５
日
は
２
件
の

研
究
発
表
と
「
東

日
本
大
震
災
の
そ

の
後
」
を
統
一
テ

ー
マ
と
し
た
報
告

会
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。

翌
２６
日
は
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
社
会

に
お
け
る
政
治
・

経
済
、
経
営
、
会
計
、
そ
し

て
文
化
の
光
と
影
」
を
統
一

テ
ー
マ
と
し
た
報
告
会
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
活
発
な
議
論
が
な

さ
れ
た
∥
写
真
。

ま
た
、
総
会
・
懇
親
会
が

２５
日
に
開
催
さ
れ
、
日
髙
義

博
理
事
長
、
坂
田
隆
石
巻
専

修
大
学
長
ら
が
出
席
し
た
。

専
修
大
学
緑
鳳
学
会
は
、

学
際
的
研
究
に
よ
っ
て
内
外

の
学
術
・
文
化
の
発
展
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
会
員
相

互
の
学
術
交
流
な
ら
び
に
親

睦
を
密
に
し
、
併
せ
て
本
学

の
隆
盛
を
目
指
す
こ
と
目
的

に
設
立
さ
れ
た
。
現
在
の
会

員
数
は
２
１
６
人
。
石
巻
専

大
で
の
開
催
は
初
め
て
。

第
３０
回
グ
リ
ー
ン

カ
ッ
プ
ゴ
ル
フ
大
会

校
友
会
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ

ゴ
ル
フ
大
会
が
１０
月
１０
日
、

茨
城
県
宍
戸
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
、

約
７０
人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。伊

藤
良
雄
大
会
実
行
委
員

長
（
校
友
会
副
会
長
）
の
あ

い
さ
つ
、
蒲
田
重
勝
競
技
委

員
長
（
同
体
育
振
興
部
長
）

の
説
明
の
後
、
競
技
が
ス
タ

ー
ト
。
個
人
優
勝
は
谷
田
部

輝
雄
氏（
昭
４４
商
）、
ベ
ス
ト

グ
ロ
ス
賞
は
愛
澤
壽
彦
氏

（
昭
４６
法
）、
シ
ニ
ア
優
勝
は

佐
久
間
雄
一
郎
氏
（
昭
４６
経

営
）、団
体
優
勝
は
ボ
ク
シ
ン

グ
部
Ｏ
Ｂ
会
が
獲
得
し
た
。

な
お
、
懇
親
会
で
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
を
実
施
し
、
被
災
学

生
等
支
援
金
と
し
て
全
額
、

専
修
大
学
に
寄
付
さ
れ
た
。

〈
佐
賀
鳳
会
総
会
〉

▽
１１
月
１５
日
（
土
）
１８
時
～

▽
Ｊ
Ｒ
佐
賀
駅
か
ら
徒
歩
１０

分
「
活
魚
料
理
じ
ん
ぎ
す
か

ん
」

亀
井
雄
治
氏
☎
０
９

５
２
・
３
０
・
８
４
１
９

〈
足
立
支
部
校
友
の
集
い
〉

▽
１１
月
１５
日
（
土
）
１８
時
～

▽
Ｊ
Ｒ
亀
有
駅
か
ら
徒
歩
３

分
「
し
ゃ
も
な
べ
須
田
」


渡
辺
啓
泰
氏
☎
０
９
０
・
４

８
１
２
・
５
０
４
７

〈
専
修
大
学
北
海
道
短
期
大

学
同
窓
会
支
部
長
会
議
〉

▽
１１
月
２２
日
（
土
）
１５
時
３０

分
～
▽
専
修
大
学
北
海
道
短

期
大
学
「
相
馬
記
念
会
館
」


英
伴
氏
☎
０
１
２
６
・
６

２
・
２
４
０
７

〈
石
巻
専
修
大
学
学
内
支
部

総
会
〉

▽
１２
月
５
日
（
金
）
１８
時
３０

分
～
▽
Ｊ
Ｒ
石
巻
駅
か
ら
徒

歩
５
分
「
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
」

高
橋
敏
之
氏
☎
０

２
２
５
・
２
２
・
７
７
１
６

（
石
巻
専
修
大
学
内
）

例
え
ば
の
話
で
す
。

飲
み
会
で
隣
に
座
っ
て
い
る
先
輩

が
、
だ
ん
だ
ん
お
酒
に
酔
っ
て
き
た
様

子
。
声
も
大
き
く
な
り
、
「
こ
れ
っ
て

○
○
だ
よ
な
～
」
な
ん
て
言
い
な
が
ら

私
の
肩
を
た
た
い
て
寄
り
か
か
っ
て
き

ま
す
。
こ
れ
っ
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な

る
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
が
憧
れ
の
先
輩
だ
っ
た
ら
、
不

快
に
思
わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
ち
ょ
っ
と
う
れ
し
い
と
思
っ
て
し

ま
う
か
も
…
…
。
憧
れ
の
先
輩
で
は
な

く
て
も
、
何
と
も
思
わ
な
い
と
い
う
人

も
い
る
で
し
ょ
う
。

で
も
、
と
て
も
不
快
に
感
じ
る
人
も

い
ま
す
。
そ
の

人
に
と
っ

て

は
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
の

で

す
。
全
く
同
じ

行
為
で
も
、
感

じ
方
は
い
ろ
い

ろ
で
す
。

そ
し
て
厄
介

な
こ
と
に
、
不
快
を
与
え
た
側
の
人

は
、
相
手
が
不
快
に
感
じ
て
い
る
と
気

づ
か
な
い
場
合
が
多
い
の
で
す
。
こ
ち

ら
は
困
っ
て
い
る
と
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
す
。

と
は
い
っ
て
も
、飲
み
会
の
席
で「
先

輩
、
や
め
て
く
だ
さ
い
！
」
と
言
え
る

人
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
『
こ
ん

な
こ
と
言
っ
た
ら
雰
囲
気
が
悪
く
な
る

か
も
』
『
逆
切
れ
さ
れ
た
ら
ど
う
し
よ

う
』な
ん
て
思
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
冗
談
っ
ぽ
く
「
先
輩
、
セ
ク

ハ
ラ
に
な
り
ま
す
よ
」
と
言
っ
て
み
て

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い

は
、
ト
イ
レ
に
行
く
ふ
り
を
し
て
席
を

離
れ
る
と
い
う
手
も
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
我
慢
し
て
い
な
い
で
、

意
思
表
示
を
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
と
て
も
自
分
の
力
で
は
解

決
で
き
な
い
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
員
・
松
浦
い
ず
み
）

西
島
篤
師
氏
（
に
し
じ
ま

・
と
く
し
）
∥
昭
４９
経
済
∥

工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
「
西

島
」
社
長
。
学
校
法
人
専
修

大
学
理
事
・
評
議
員
。
校
友

会
副
会
長
。

１０
月
２３
日
、
中
咽
頭
が
ん

の
た
め
死
去
。
６３
歳
。

創
業
９０
年
を
迎
え
た
「
西

島
」
の
３
代
目
。
社
長
就
任

後
「
技
術
に
年
齢
の
限
界
は

な
い
」
と
定
年
制
を
撤
廃
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支

援
活
動
も
積
極
的
だ
っ
た
。

専修大学は、１８８０年（明治１３年）の創

立以来、多くの方々に支えられて今日

に至っております。

現在、「学生を基本に据えた大学づく

り」を念頭に置き、人間性豊かな倫理

観のある人材の育成を目指し、骨太の

大学改革に取り組んでおります。創立

１４０年、そして１５０年に向けてさらなる

躍進を続けるために、皆様方のご支

援、ご協力を賜りますことを切にお願

い申し上げます。

専修大学募金局 ☎０３・３２６５・３１５７

※詳しくはホームページをご覧くださ

い。ネットバンクを使ったホームペ

ージからのお振り込みと、コンビニ

エンスストアからのお振り込みがで

きるようになりました。

ホームカミングデー

は
っ
き
り
意
思
表
示
を
し
よ
う
！

母校を懐かしむ

恩師研究の古代ローマ活劇を語りたい

真
打
ち
に
昇
進
し
た
講
談
師

も
も

か
わ

つ
る

ま
る

桃
川

鶴
丸
さ
ん

教育研究振興協力資金募金のお願い

（
本
名
・
田
中
伸
明
、平
４
文
）

訃
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